


青木 佐奈枝　教授

①心理的アセスメント
②医療における支援とアセスメ

ント、心理的外傷と解離

田村 英恵　教授

①心理学的支援法
②催眠、自律訓練法、
　イメージ療法

武部 匡也　准教授

①認知行動療法
②怒りの感情制御、摂食障害予

防、スポーツ臨床心理学

安田 みどり　特任講師

①コミュニティ心理学
②コンサルテーション・コラボ

レーション、心理専門職への
援助要請

鹿嶋 真弓　教授

①生徒理解と教育相談
②教師の指導行動、学級経営、

問いをつくる授業

永井 智　教授

①心理学情報処理
②相談行動・援助要請行動、
　ピア・サポート

徳丸 享　准教授

①福祉心理学
②コミュニティ心理支援、 

グループアプローチ

能渡 綾菜　助教

①心理学基礎演習
②自己概念と適応

幸田 るみ子　教授
〈心理学研究科長〉

①精神医学
②コンサルテーション・リエゾ

ン精神医学、緩和ケア

山本 誠一　教授

①臨床心理学概論
②青年期の不安・傷つきと個 

性化の諸問題に関する臨 
床心理学的なアプローチ

前田 隆子　准教授

①比較文化論
②英語教育学、協同学習

佐藤 秀行　教授
〈臨床心理学科主任〉

①心理検査実習
②描画法を用いたアセスメント

と心理療法

奥野 誠一　准教授

①スクールカウンセリング
②小中学生の学校不適応と心

理支援

吉田 加代子　准教授

①公認心理師の職責
②青年期の友人関係と「個」の

確立について

篠田 晴男　教授

①障害者・障害児心理学
②発達障害児・者の理解・支援

と合理的配慮

片受 靖　准教授

①法と犯罪の心理学
②産業領域におけるメンタルヘ

ルスに関すること全般および
犯罪心理学

福井 晴那　講師

①キャリアとライフ
②心的イメージの鮮明性と感覚

専任教員紹介 ①＝主な担当科目　 ②＝研究内容 2026年4月1日現在

臨床心理学科
Department of Clinical Psychology
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ウンサーシュッツ・
ジャンカーラ　教授

①Strategic English
②社会言語学

所 正文　教授

①産業・組織心理学
②生き方・働き方支援・高齢ド

ライバー支援

嘉瀬 貴祥　講師

①自己心理学、スポーツ心理
学、心理学実験

②健康心理学、パーソナリティ
心理学、青年期・成人期のス
トレスコーピング、アスリート
のメンタルマネジメント

上瀬 由美子　教授

①ステレオタイプの心理学
②社会的ステレオタイプや
　偏見の形成・維持・解消過程

西田 公昭　教授

①司法・犯罪心理学
②マインド・コントロールの心

理学

下司 忠大　講師

①パーソナリティ心理学 
②パーソナリティの形成・維持・

適応過程 

髙橋 尚也　教授
〈対人・社会心理学科主任〉

①社会的貢献の心理学
②コミュニティの社会心理学、

惨事ストレス

八木 善彦　教授
〈心理学部長〉

①消費者心理学、認知感性科学 
②消費者心理学、認知心理学

髙岡 祥子　特任講師

①学習・言語心理学
②人と動物のコミュニケーショ

ン、比較認知科学、実験心理
学

高比良 美詠子　教授

①ポジティブ心理学
②コミュニケーションと適応

笠置 遊　准教授

①コミュニケーション心理学
②対人関係・コミュニケーション

田中 輝美　教授

①感情・人格心理学
②認知行動論に基づく感情の

コントロール

櫻井 広幸　准教授

①感性心理学、心理学測定法
②感性心理学、バーチャルリア

リティ・メタバース・AI・ロボッ
ト・ECP の連携、ものづくり 
心理学、超臨場感、超心理学

久田 満　特任教授

①多様性のカウンセリング
②大災害の支援者支援、
　多文化共生社会創成論

対人・社会心理学科
Department of Interpersonal and Social Psychology

内藤 誼人　客員教授

学部招聘客員教授
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キャンパスカレンダー
さまざまなイベントに加え、学びのプログラムも充実しています。

施設・設備
心理学の実践的な学びに対応した
教室やＩＴ設備が充実！

心理臨床センター
臨床心理士を目指す大学院生が実習に利
用するほか、センターの臨床心理士が、地
域に開かれたサービスとしてカウンセリン
グを実施します。

プレイルーム
遊びを通して心理的な支援を行うための 
専用施設です。心理臨床センター内に設 
けられ、学生の実習や地域の皆様を対象 
とした相談活動に用いられます。

社会心理調査実習室
最新のコンピュータとソフトウェア環境を
完備しています。

心理学実験室
専門的な心理実験を行う設備（心理検査 
器具・PC・眼球運動測定装置・生理指標計
測装置など）も充実しており、学生の研究 
などに利用されています。

3 ・ 4年生になるとゼミに所属、
関心があるテーマをさらに深め、
卒論に取り組みます。
懇親会、長期休暇には合宿があ
るゼミもあったりと、ゼミの先生
や仲間と交流が深まります。

4月
April

● ・入学式
・オリエンテーションガイダンス

5月
May

● ・ゼミオリエンテーション

6月
June

● ・大学創立記念日

7月
July

● ・オープンキャンパス
・第１期定期試験

8月
August

● ・夏季休暇
・課外活動（海外留学やボランティアなど）
・オープンキャンパス

9月
September

● ・ゼミ合宿
・サークル合宿

10月
October

● ・建学の日
・公開講座（品川区共催）
・就職ガイダンス

11月
November

● ・橘花祭（学園祭）
・進学ガイダンス

12月
December

● ・社会心理調査実習発表会
・冬季休暇

1月
January

● ・卒論指導 ・提出
・第２期定期試験

2月
February

● ・卒論発表会
・春期休暇

3月
March

● ・卒業式

オリエンテーションガイダンス

進路ガイダンス

オープンキャンパス

卒業式
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立正大学心理学部の教養的科目

学部独自の英語教育と異文化コミュニケーション群科目

異文化コミュニケーションと国際交流の実践

心理学部では、各学科で学ぶ専門科目のほかに教養的科目も履修します。
心理学部には、人文社会科学群・異文化コミュニケーション群・キャリアスキル群に分類される50以上の教養的科目がありま
す。多彩な教養的科目を受講することで、心理学部の隣接領域に触れ、将来に活きる包括的な知識 ・ 能力を身に付けられます。

１） ��学生中心の授業方式で、アクティブにコミュニケーションに取り組んでいます。
２） �学部のニーズに合わせた独自のコンテンツを授業で使い、心理学のスペシャリストとして求められる英語能力を 

身に付けていきます。
３） �海外とつながる授業 ・ プログラムにも参加できます。

心理学部では、様々な形で海外とつながることができます。立正大学の国際交流センターを通して、18か国で短期から長期の
海外留学 ・ 研修に参加することはもちろん、心理学部内の活動にも参加できます。例えば、文化とことばシリーズの教養科目で、
多彩な国々の歴史・社会・文化・ことばについて学び、さらに定期的に開催されるオンライン交流会で、カナダや韓国の学生と
交流し、互いの語学を磨きながら文化理解を深め、国際的な視野を広げることができます。また、「Practical English Ⅰ/Ⅱ」と
いう科目で、フィリピンのミンダナオ国際大学の同年代の学生チューターと会話し、実践的な英語力を身に付けられます。この
科目では単位取得もできます。

教養的科目

異文化コミュニケーション群 キャリアスキル群人文社会科学群

「Communicative English」
の授業風景

オンラインで会話する様子
（「Practical English」）

韓国の学生との
オンライン交流会

心理学部独自の
英語教材

・「Strategic English」で言いたいことが伝わらないなど、困った場面に出遭ったとき、どう対応すればよいか
という英語のストラテジーを学んでいく

・「English for Everyday Psychology」で日常生活における身近な心理学的な現象について学びながら、４技
能を磨いていく

・「Communicative English」で身近なテーマを通して対話と文章とで英語表現がどう異なるのかを学び、話す
能力 ・ 書く能力を強化していく

・「English Presentations」で学術的な場面のみならず、仕事においても必要とされる英語によるプレゼンテー
ションの運用の仕方を学んでいく

・前期 ・ 後期に渡って「Academic English for Psychology Ⅰ/Ⅱ」で英語で心理学に関する専門的なコミュ
ニケーションができるように、英語で心理学に関する専門的な文章を読み、各テーマの応用的な会話の練習に
努める

・学生自身の関心に合わせて、多様な形で学習を続ける
・TOEIC トレーニングの Advanced English 等の選択科目群でさらに強化
・卒業論文で海外論文の先行研究を読解し活用
・大学の留学プログラムに参加し海外経験を身に付ける

１年１期

１年２期

２ 年

３年・４年
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大学院 心理学研究科

研究科長からの
　メッセージ

2027年度入試情報

時代が求める「こころ」の課題を
深く理解し、対応できる人をめざして
心理学研究科長

幸田 るみ子

大規模な自然災害、世界各地での紛争、AI 技術の急速な発展、SNS
を利用した凶悪犯罪の増加など、現代社会は難問が山積していま
す。答えの出ない事態に耐え、時間をかけて難問に向き合い続ける
力をネガティブ・ケイパビリティといいます。詩人のジョン・キーツ
が創造した言葉です。このような複雑な現代社会の問題に向き合
い、急激な変化が進む社会で充実した生活を営むために、心理学領
域の貢献が大きく期待されています。また、時代の変化の中で、大
学院教育に求められるものは専門的知識の修得から独創的、創造的
知識の開発へと大きく変わりつつあります。立正大学大学院心理学
研究科は、2004年に開設されて以来、この領域に多くの人材を輩
出し、社会に貢献して参りました。
本研究科は、修士課程の臨床心理学専攻、対人・社会心理学専攻の
2専攻と、博士後期課程の心理学専攻から構成されております。臨

床心理学専攻は、2018年度からはカリキュラムを整備し、国家資
格「公認心理師」受験資格に対応し、また公益財団法人日本臨床心理
士資格認定協会の「臨床心理士」第1種指定校としても認可されて、
高度な心理援助職の専門家養成を行っています。対人・社会心理学
専攻では、心理学の専門知識と社会調査能力を身につけ、社会や産
業の領域で広く活躍する高度専門職の人材育成をめざしておりま
す。博士後期課程心理学専攻では、博士号取得のための個別指導に
重点を置いています。また、学生自らが研究成果を国内外の学会や
学術誌に発表するための指導を行い、将来自立した研究者や高度な
専門的知識と能力を持った実践家の育成にも努めています。
時代の要請に対応できるよう、心理学研究科は今後も一層の充実を
目指して参ります。

　入試日程および募集要項は2026年６月頃に立正大学ホームページにてご案内予定です。 

入試情報はこちら
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心理学研究所

臨床心理士・公認心理師になるために

臨床心理学専攻は両資格に対応

進路について

心理学研究所は、心理学に関する研究、調査、技術開発の促進、社会貢献を目的と
して、2002年（平成14年）の立正大学心理学部の設立と同時に発足しました。
本研究所では、個人研究の研究助成を行っている他、倫理を含む研究促進を図ると
ともに、社会的なニーズに応える研究テーマも多く扱っています。
また、心理学研究所紀要の発行や、研究発表会の開催などを通し、最新の研究動向
の紹介や学術交流にも力を入れています。
2012年度には、東洋大学21世紀ヒューマン・インタラクション・リサーチ・センター、
東京未来大学モチベーション研究所と、学術・研究に関する協定を結びました。

公・私立学校スクールカウンセラー
大学等学生相談室カウンセラー
教育センター教育相談員
国家公務員心理職

（厚生労働省／防衛省航空医学実験隊／警察庁科学捜査研究所／司法矯正関係等）
地方公務員心理職／専門職

（司法／行政関係／児童相談所／児童・障害者福祉施設等）
子育て支援センター相談員
福祉施設職員（児童・障害者・高齢者関係）
企業内相談室カウンセラー
障害者職業カウンセラー
病院・精神神経科クリニック心理職

公・私立学校教員／専門学校講師／短大・大学教員
公・私立研究所専門職
国公私立大学大学院進学
民間企業専門職／研究職

（製薬会社／化粧品会社／食品会社等の研究所研究員）
（人事テスト／商品テストなどの研究開発）
（人事管理／情報管理／安全管理業務）
（市場調査／統計処理／広告効果測定等の専門・技術職）
（システムエンジニア）
民間企業の総合職
大学職員
大学院博士課程進学

【 修了生の進路 】

臨床心理士は、公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会が発行する資格です。大学
院修士課程修了などの高度な専門性を前提としていることから、これまで心理職の採
用の際に特に重要視されてきました。また、公認心理師は、平成29年９月15日に施
行された公認心理師法に基づく心理職の国家資格です。今後、さまざまな領域で心理
職として活動するためには、これらの資格の取得を求められるようになることが予想
されます。
立正大学大学院心理学研究科に設置されている臨床心理学専攻は、関東地方で初めて
開設された伝統ある立正大学心理学部を基盤として開設されました。臨床心理士第１
種指定大学院、公認心理師対応大学院として、実践的な能力をそなえ、社会に貢献す
ることのできる心理専門職の養成を行っています。
授業は、資格取得のための基幹科目に加え、精神医学、発達臨床心理学、人格心理学、司法臨床、発達障害児・者心理学、コミュニティ
心理学、その他多様な特論科目など、専門知識・実践的技能を身につけるための科目が開講されています。また、立正大学心理臨床セン
ターでは実際の事例に触れ、様々な年齢、悩みを持つ人々への心理支援を行いながら、実践経験を積むことができます。また、この心理
臨床センターを拠点に、学校、福祉施設、保健医療機関、教育相談機関などの多様な領域での学外実習の場が用意されています。
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大崎警察署

大崎橋

目黒
川

西口

東口

至渋谷
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正門
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北改札

東日本銀行
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ゲートシティ
大崎

大崎
ニューシティ

りそな銀行
ファミリーマート

東急五反田駅
都営地下鉄浅草線
五反田駅

JR山手線・湘南新宿ライン・埼京線

山手
通り

山手通り口 東
急
池
上
線

大
崎
広
小
路
駅

国
道
1
号
線

至
旗
の
台

JR大崎駅 JR五反田駅

臨床心理学科
対人・社会心理学科心理学部

【お問い合わせ先】 立正大学入試センター　東京都品川区大崎4-2-16　TEL.03-3492-6649　https://www.ris.ac.jp/psy/

QRコードでアクセスできます。
モバイルサイトにリンクしています。

神奈川、埼玉、群馬、栃木方面からは「湘南新宿ライン」で、
千葉、茨城方面からは「上野東京ライン」や「総武線快速」（品川乗換）で、
アクセス良好。JR「大崎」「五反田」駅から徒歩5分の環境にあります。

渋谷 7分
新宿 14分

池袋 17分
大宮 40分

八王子 55分

町田 55分

横浜 17分
品川 2分

千葉 55分

東京 13分

上野 24分
柏 50分

土浦 80分

小田原 63分 所要時間は標準所要時間です。

品川キャンパス

実家から通いたい人にも、都心で学びたい人にも絶好の立地！

オープンキャンパスは、キャンパスを見学したり、
先生や先輩に会って話を聞ける絶好の機会です。
疑問に思っていることや、不安に感じていることを
解消できるはず。お気軽にお越しください。

受験生必見！ 2027 年度入学試験の特色

試験日程

立正大学で学ぼうとする皆さんのニーズに応えられるよう、
多彩な制度の入試を実施しています。

 9 月・10 月 総合型選抜探究実践型

11月下旬　 公募制推薦・指定校制推薦・社会人対象・海外帰国生徒対象・外国人留学生対象選抜

 1 月中旬　 大学入学共通テスト利用選抜

１

2

3

4

来ればできるこんなこと

※日程は変更となる場合があります。また、来校型は事前予約制です。
　最新の情報は大学公式ホームページにてご確認ください。

※上記はすべて予定です。詳しくは本学ホームページにてご確認ください。

選べる
入学試験制度

一般選抜（２月前期・３月）の他、大学入学共通テスト利用選抜、
総合型選抜探究実践型、公募制推薦、指定校制推薦、海外帰国
生徒対象選抜、社会人対象選抜、外国人留学生対象選抜、編入
学選抜を実施し、受験の機会を多数設けています。

選べる入学
試験日・会場

一般選抜（２月前期）は、２月上旬に３日間実施します。試験日自
由選択制ですので、同じ学部学科を複数日受験することも可能
です。さらに、一般選抜（2月前期）は、品川・熊谷キャンパスの
他、地方会場でも実施します。自分が受験しやすい試験会場を
選ぶこともできます。

大学独自
の奨学金

入学試験の成績で大学独自の奨学金を給
付。一般選抜（2月前期）では特別奨学生～
TOP150～、2023年度入試からは一般選抜
（R方式）でチャレンジ奨学生を新設。詳細は
入試ガイドブックでご確認ください。

受験料
優遇制度

一般選抜と大学入学共通テスト利用選抜に
おいては、受験料の優遇制度があります。詳
細は、入試ガイドブックをご覧ください。

 2 月上旬　一般選抜 2 月前期

 3 月上旬　一般選抜 3 月、編入学選抜

オープンキャンパス

入試情報

入試傾向や入試対策のことを詳しく聞けます。

４年間学ぶキャンパスを自分の目で見学できます。

立正大学や心理学部のことを先輩や先生に直接質問できます。

心理学部の授業を実際に体験できます。

特色
１

特色
2

特色
3

特色
4

立正大学
品川キャンパス

五反田

大崎

来校型 来校型 来校型

W e b

●教員による個別相談
●学部学科紹介ブース
●模擬授業
●キャンパス見学
●入試相談
●面接対策講座
※プログラムは変更となる
　可能性があります。

一般選抜
入試対策

スタート
オープン
キャンパス

夏の
オープン
キャンパス6/14（日） 7/19（日）・8/15（土）・16（日）

12/13（日） 来校型春の
オープン
キャンパス

2027年

3/14（日）

2026年度オープンキャンパス開催日程（品川キャンパス） 2026年度は「来校型」と「Web」で開催します！

主なプログラム


